
（
新
連
載
）

特
別
短
期
連
載

自
治
体
×
不
動
産
鑑
定
士
の
接
点

第
１
回

災
害
等
有
事
に
お
け
る
自
治
体
と
不
動
産

鑑
定
士
の
接
点

〜
罹
災
証
明
書
発
行
の
た
め
の
住
家
被
害
認
定
調
査
を
は
じ
め
と
し
た
被
災
地
・
被
災
者
支
援
活
動
〜

公
益
社
団
法
人
日
本
不
動
産
鑑
定
士
協
会
連
合
会
会
長

吉
村
真
行

は
じ
め
に
〜
不
動
産
鑑
定
士
の
役
割
〜

当
会
は
今
年
創
立
６０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
日
頃
か
ら
ご
指
導
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
関
係
各
位
の
皆
様
の
お
か
げ
と
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。我

々
不
動
産
鑑
定
士
は
、「
不
動
産
の
価
値
判
断
が
で
き
る

専
門
家
・
実
務
家
」
と
し
て
、
売
買
・
賃
貸
借
、
担
保
、
相

続
・
贈
与
、
現
物
出
資
、
不
良
債
権
処
理
、
減
損
、
賃
貸
等
不

動
産
の
時
価
開
示
、
不
動
産
の
証
券
化
等
に
お
け
る
鑑
定
評
価

か
ら
再
開
発
事
業
・
共
同
ビ
ル
事
業
に
お
け
る
評
価
や
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ま
で
、
大
変
幅
広
い
分
野
で

活
動
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
地
価
公
示
、
都
道
府
県
地
価
調
査
、
固
定
資
産
税
標

準
宅
地
の
鑑
定
評
価
、
相
続
税
標
準
地
の
鑑
定
評
価
、
公
共
用
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地
取
得
の
た
め
の
評
価
、
裁
判
上
の
評
価
等
の
公
的
評
価
を

担
っ
て
お
り
ま
す
。

地
価
公
示
は
、
毎
年
１
月
１
日
時
点
の
標
準
地
の
公
示
価
格

が
全
国
２
万
６
０
０
０
地
点
、
都
道
府
県
地
価
調
査
は
、
毎
年

７
月
１
日
時
点
の
基
準
地
の
標
準
価
格
が
全
国
約
２
万

２
０
０
０
地
点
で
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
土
地

の
取
引
価
格
に
対
す
る
指
標
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
公
共
用

地
取
得
の
補
償
額
算
定
等
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
不
動
産
鑑
定
士
は
、
地
価
公
示
や
都
道
府
県
地
価

調
査
に
基
づ
き
、
土
地
の
固
定
資
産
税
や
相
続
税
路
線
価
の
た

め
の
課
税
の
基
礎
と
な
る
評
価
と
い
う
「
国
民
生
活
や
経
済
活

動
に
直
結
す
る
仕
事
」
を
担
っ
て
お
り
、
企
業
だ
け
で
な
く
個

人
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
い
わ
ば
、
国

民
生
活
や
経
済
活
動
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
国
民
共
有
の
制
度

イ
ン
フ
ラ
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
我
々
不
動
産
鑑
定
士
は
、
自
然
災
害
に
お
け
る
被
災

地
・
被
災
者
支
援
と
し
て
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
被
災
現
場
に

入
り
、
罹
災
証
明
書
発
行
の
た
め
の
住
家
被
害
認
定
調
査
等
の

実
施
や
、
調
査
の
指
導
・
研
修
・
助
言
等
、
被
災
自
治
体
に
対

す
る
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
的
な
支
援
を
行
い
、
被
災
者
の
生
活

再
建
の
第
一
歩
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
支
援
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
平
成
２８
年
熊
本
地
震
で
の
支
援
活
動
以
来
、「
有
事
の
時

こ
そ
役
に
立
つ
専
門
家
」
と
し
て
、
社
会
的
使
命
を
果
た
し
て

お
り
ま
す
。

「
有
事
の
時
こ
そ
役
に
立
つ
専
門
家
」と
し
て

〜
災
害
時
に
お
け
る
不
動
産
鑑
定
士
の
支
援
活
動
〜

こ
の
、
災
害
時
に
お
け
る
住
家
被
害
認
定
調
査
等
を
は
じ
め

と
し
た
支
援
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東

日
本
大
震
災
等
の
未
曾
有
の
巨
大
災
害
を
目
の
当
た
り
に
し
、

有
事
に
お
い
て
不
動
産
鑑
定
士
に
何
が
で
き
る
か
と
考
え
続
け
、

平
成
２８
年
熊
本
地
震
で
の
南
阿
蘇
村
に
お
け
る
延
べ
１
４
３
日

に
亘
る
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
大
き
な
契
機
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
貴
重
な
経
験
を
活
か
し
、
平
成
３０
年
６
月
に
発
災
し
た

大
阪
北
部
地
震
で
は
茨
木
市
を
全
面
的
に
支
援
、
平
成
３０
年
７

月
豪
雨
で
は
愛
媛
県
宇
和
島
市
、
広
島
県
坂
町
、
海
田
町
、
岡
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山
県
矢
掛
町
、
福
岡
県
久
留
米
市
に
お
け
る
支
援
、
平
成
３０
年

９
月
に
発
災
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
北
広
島
市
、
日

高
町
、
厚
真
町
、
む
か
わ
町
に
お
け
る
支
援
と
、
連
続
し
て
多

発
し
た
広
域
大
災
害
に
立
ち
向
か
い
ま
し
た
。

翌
年
、
令
和
元
年
８
月
九
州
北
部
豪
雨
で
の
佐
賀
県
大
町
町
、

多
久
市
、
小
城
市
に
お
け
る
支
援
、
台
風
１５
号
で
の
東
京
都
新

島
村
、
大
島
町
、
神
津
島
村
、
千
葉
県
成
田
市
に
お
け
る
支
援
、

台
風
１９
号
で
の
宮
城
県
柴
田
町
、
東
京
都
世
田
谷
区
に
お
け
る

支
援
、
続
い
て
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
で
の
熊
本
県
八
代
市
、

芦
北
町
、
水
俣
市
、
津
奈
木
町
、
人
吉
市
に
お
け
る
支
援
、
令

和
３
年
は
、
２
月
に
発
災
し
た
福
島
県
沖
地
震
で
の
福
島
県
国

見
町
、
新
地
町
、
桑
折
町
、
矢
吹
町
、
宮
城
県
柴
田
町
に
お
け

る
支
援
、
令
和
４
年
福
島
県
沖
地
震
で
は
桑
折
町
、
再
び
福
島

県
国
見
町
、
矢
吹
町
に
お
け
る
支
援
、
令
和
４
年
８
月
豪
雨
で

の
山
形
県
飯
豊
町
に
お
け
る
支
援
、
令
和
５
年
７
月
豪
雨
で
の

秋
田
県
五
城
目
町
で
の
支
援
と
、
毎
年
の
よ
う
に
頻
発
す
る
自

然
災
害
に
対
し
て
、
被
災
地
・
被
災
者
支
援
活
動
を
行
っ
て
参

り
ま
し
た
。

能
登
半
島
地
震
で
の
不
動
産
鑑
定
士
の
活
動

そ
し
て
、
令
和
６
年
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震
の
発
災
を

受
け
、
そ
の
直
後
か
ら
、
石
川
県
か
ほ
く
市
、
穴
水
町
、
内
灘

町
の
３
市
町
に
対
し
て
、
地
元
の
石
川
県
の
不
動
産
鑑
定
士
と

共
に
当
会
の
災
害
対
策
支
援
特
別
委
員
会
か
ら
不
動
産
鑑
定
士

を
派
遣
し
、
現
地
状
況
の
確
認
、
被
災
自
治
体
の
取
組
み
へ
の

技
術
的
助
言
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
か
ほ
く
市
に
つ

い
て
は
、
再
調
査
（
２
次
調
査
）
へ
の
支
援
要
請
を
受
け
、
住

家
被
害
認
定
調
査
に
係
る
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
支
援
を
実
施
し
ま

し
た
。

４
月
か
ら
は
、
石
川
県
の
災
害
担
当
部
局
か
ら
の
県
内
の
被

災
市
町
の
住
家
被
害
認
定
調
査
へ
の
支
援
要
請
を
受
け
て
、
全

国
の
不
動
産
鑑
定
士
を
派
遣
し
ま
し
た
。
多
く
の
市
町
に
亘
り
、

能
登
半
島
と
い
う
広
範
な
地
域
を
対
象
と
し
た
支
援
要
請
で

あ
っ
た
た
め
、
全
国
の
不
動
産
鑑
定
士
に
呼
び
か
け
い
わ
ば

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の
チ
ー
ム
を
組
み
、
支
援
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。
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具
体
的
に
は
、
当
初
、
珠
洲
市
、
志
賀
町
、
七
尾
市
、
穴
水

町
、
内
灘
町
の
５
市
町
へ
同
時
に
支
援
を
開
始
し
、
支
援
に
入

る
不
動
産
鑑
定
士
の
入
れ
替
え
を
し
つ
つ
も
切
れ
目
な
い
支
援

を
実
施
、
５
月
に
入
っ
て
か
ら
は
輪
島
市
へ
の
支
援
も
開
始
し

ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
特
に
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
輪
島
市
は
、
１
次

調
査
を
全
棟
調
査
方
式
に
よ
り
約
２
万
７
０
０
０
棟
を
対
象
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
国
の
自
治
体
か
ら
の
応
援
職

員
と
共
に
２
次
調
査
、
再
調
査
を
大
規
模
に
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
全
棟
調
査
方
式
に
よ
り
約
１
万
５
０
０
０
棟
の
調
査

を
実
施
し
て
い
た
珠
洲
市
で
は
、
県
外
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
被

災
者
も
少
な
く
な
い
中
、
多
く
の
２
次
調
査
、
再
調
査
が
申
し

込
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
も
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
志
賀
町
で
は
、
一
部
損
壊
や
準
半
壊
と
い
っ
た
判
定

に
対
す
る
再
調
査
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
調
査
対
象
は
連
日
増

え
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
へ
の
対
応
を
行
い
ま

し
た
。

石
川
県
で
の
不
動
産
鑑
定
士
派
遣
の
効
果
と
し
て
、
被
災
自

治
体
で
の
罹
災
証
明
書
発
行
の
現
場
に
お
い
て
、
庁
舎
窓
口
で

１
次
調
査
結
果
を
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
で
被
災
者
に
納
得
い

た
だ
き
２
次
調
査
へ
移
行
す
る
件
数
が
減
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
被
災
自
治
体
で
は
手
に
余
る
液
状
化
被
害
や

非
木
造
建
物
等
の
難
易
度
が
高
い
調
査
に
つ
い
て
、
不
動
産
鑑

定
士
が
支
援
に
入
る
こ
と
で
、
自
治
体
職
員
や
被
災
者
に
安
心

感
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
当
会
で
は
被
災
自
治
体
で
住
家
被
害
認
定
調
査
等
を

行
う
際
、
支
援
に
入
る
不
動
産
鑑
定
士
の
ほ
か
、
地
元
職
員
や

他
自
治
体
か
ら
の
応
援
職
員
等
に
対
す
る
研
修
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
一
部
を
除
き
被
災
自
治
体
の
職
員
や

他
自
治
体
か
ら
派
遣
さ
れ
る
応
援
職
員
は
、
必
ず
し
も
住
家
被

害
認
定
調
査
が
専
門
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
派
遣
期
間
も
マ
チ

マ
チ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
精
度
に
差
が
出
や
す
く
、
最
初

に
調
査
の
目
線
合
わ
せ
や
必
要
な
情
報
の
共
有
を
目
的
と
し
た

研
修
を
開
催
し
、
調
査
精
度
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
か
ら
で
す
。

こ
れ
ら
６
市
町
に
対
す
る
支
援
に
は
延
べ
１
５
６
４
人
の
不

動
産
鑑
定
士
を
擁
し
、
懸
命
に
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
や
住
家
被
害

認
定
調
査
等
の
支
援
活
動
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
凡
そ
５
ヶ
月
に
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亘
る
支
援
活
動
に
よ
っ
て
必
要
調
査
件
数
は
減
少
し
、
各
市
町

い
ず
れ
も
罹
災
証
明
書
発
行
の
目
処
が
立
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

当
会
と
し
て
は
８
月
末
で
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
の
支
援
を

終
了
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
当
会
で
は
、
引
き
続
き
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災

自
治
体
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
と
共
に
、
石
川
県

内
で
の
今
後
の
災
害
の
発
生
に
備
え
、
石
川
県
と
の
間
で
災
害

時
に
お
け
る
住
家
被
害
認
定
調
査
等
に
関
す
る
協
定
を
９
月
５

日
に
締
結
し
ま
し
た
。

そ
の
矢
先
に
、
令
和
６
年
９
月
能
登
半
島
豪
雨
が
発
災
し
ま

し
た
。
発
災
直
後
の
初
動
の
迅
速
か
つ
的
確
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
選
抜
チ
ー
ム
を
派
遣
し
、
石

川
県
、
国
土
交
通
省
及
び
内
閣
府
防
災
と
の
連
携
の
も
と
、
珠

洲
市
、
輪
島
市
を
速
や
か
に
支
援
し
ま
し
た
。

お
わ
り
に
〜
不
動
産
鑑
定
士
の
社
会
的
使
命
〜

我
々
不
動
産
鑑
定
士
は
、
長
年
に
亘
り
、
地
価
公
示
、
都
道

府
県
地
価
調
査
、
固
定
資
産
税
標
準
宅
地
の
鑑
定
評
価
、
相
続

税
標
準
地
の
鑑
定
評
価
、
公
共
用
地
取
得
の
た
め
の
評
価
、
裁

判
上
の
評
価
等
の
公
的
評
価
を
通
し
て
、
国
、
地
方
自
治
体
等

と
深
い
信
頼
関
係
を
築
い
て
き
た
も
の
と
自
負
し
て
お
り
、
こ

の
よ
う
な
罹
災
証
明
書
発
行
の
た
め
の
住
家
被
害
認
定
調
査
等

を
は
じ
め
と
し
た
被
災
地
・
被
災
者
支
援
活
動
は
不
動
産
鑑
定

士
の
社
会
的
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

有
事
に
お
い
て
不
動
産
鑑
定
士
が
専
門
性
を
活
か
し
、
自
治

体
の
皆
様
と
共
に
全
国
の
不
動
産
鑑
定
士
が
力
を
合
わ
せ
て

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
国
難
と
も
言
う
べ
き
自
然
災
害
に
立
ち
向

か
う
こ
と
は
、
も
は
や
必
然
の
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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